
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

立
方
式
の
年
金

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

加
入
条
件
は　
次
の
①
～
③
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た

は
、
最
寄
り
の
農
協
へ

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
期
間　
６
月
１
日
～
30
日

介
護
保
険

負
担
限
度
額
申
請

　

介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
・
食

費
の
負
担
額
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）
は
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
方
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
交
付
し
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
６
月
30
日
㈰
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

介
護
・
な
が
い
き
課

（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

平
成
25
年
度
所
得
証
明
書

等
の
発
行
予
定
日

▼
所
得
証
明
書　

６
月
３
日
㈪
～

▼
所
得
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　

６
月
７
日
㈮
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）へ

平
成
25
年
度

戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

第
２
回
阿
南
市
人
権
教
育・

啓
発
市
民
講
座

日
時　
６
月
25
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
男
女
が
織
り
な
す
食
育

を
次
世
代
へ
」

講
師　
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共

同
参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行

委
員
長　

渡
辺
純
子
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
：
６
月
18

日
㈫
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

消
費
者
啓
発
講
演
会

日
時　
６
月
19
日
㈬　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

演
題　
「
消
費
者
生
活
に
つ
い
て
」

講
師　
法
テ
ラ
ス
徳
島
所
長　

弁

護
士　

木
村
清
志
さ
ん

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
期
講
座「
浴
衣
着
付
け
」

受
講
者
募
集

日
時　
６
月
12
日
～
毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
～
９
時
（
全
４
回
）

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
20
人

対
象
者　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職

場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
無
料

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

講
師　
中
岡
百
合
枝
さ
ん

持
っ
て
く
る
も
の　
浴
衣
、
半
幅

帯
、
肌
襦
袢
、
コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト

１
本
、
伊
達
締
め
、
腰
ひ
も
２
本
、

洗
濯
ば
さ
み
１
個
（
襟
止
め
用
）、

タ
オ
ル
２
～
３
本
ほ
か

申
込
締
切
日　
６
月
７
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

阿
南
市
身
体
障
害
者
連
合
会

定
期
総
会
・
体
育
大
会
開
催

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
健
康
増
進

や
体
力
の
向
上
を
図
り
、
市
民
の

方
に
社
会
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
23
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
で
き
る
方　
▼
市
内
に
在
住

し
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
▼
こ
の
大
会
に
賛
同
さ

れ
る
市
民
の
方

持
っ
て
く
る
も
の　

連
合
会
費

５
０
０
円
と
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
締
切
日　
６
月
７
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
23

－

７
２
８

８
）
へ

　
も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
公
的
年
金
に
加

入
し
て
、
原
則
と
し
て
最
低
25
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
免
除
・
納
付
猶
予
期

間
を
含
む
。）

　
あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資
格

期
間
が
25
年
を
満
た
し
て
い
な
い

人
や
、
25
年
以
上
あ
る
が
満
額
と

な
る
40
年
に
満
た
ず
年
金
額
を
増

や
し
た
い
人
な
ど
が
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
、

特
例
的
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
60
歳
に

到
達
し
た
日
以
降
、
任
意
加
入
の

申
出
書
と
口
座
振
替
の
申
出
書
の

両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

阿
南
市
へ

●
金
一
封

山
口
町　

堂
本
直
樹
様
か
ら
亡

父
堂
本
祐
司
様
の
香
典
の
一
部

を
社
会
福
祉
充
実
資
金
と
し
て

富
岡
小
学
校
へ

●
防
災
頭
巾
６
９
５
着

桑
野
川
左
岸
高
潮
堤
防
工
事
連

絡
協
議
会
（
㈱
大
一
建
設
・
㈱

湯
浅
土
建
・
㈱
扇
建
設
・
西
野

建
設
㈱
）
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
昨
年
末
に
発
刊
さ
れ
た
東
洋
経
済
新
報
社
「
日

本
の
い
い
街
２
０
１
２
」
の
特
集
で
、
私
た
ち
の

阿
南
市
が
高
齢
者
の
住
み
よ
い
街
調
査
で
全
国
第

28
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
に
は
８
１
２
の
市
区
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
調
査
は
、
そ
の
内
人
口
５
万
人
以
上
の

市
区
５
５
６
の
街
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
。

　
人
間
は
誰
で
も
齢
を
取
り
ま
す
。
人
生
は
生
き

て
は
帰
れ
な
い
冒
険
で
あ
り
、
こ
の
冒
険
の
成
功

は
そ
の
道
中
を
い
か
に
楽
し
む
か
に
あ
る
と
考
え

ま
す
と
、
老
後
の
安
心
は
大
切
な
指
標
と
な
り
ま

す
。

　
こ
こ
で
、
２
人
の
女
優
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
自
分
で
年
を
取
っ
た
な
と
思
っ
た
の
は
い

つ
？
」
そ
う
問
わ
れ
て
、女
優
の
高
峰
秀
子
は
「
明

日
に
し
よ
う
。
そ
う
思
っ
た
時
で
す
ね
。
以
前
は

今
日
や
る
べ
き
こ
と
は
全
部
今
日
済
ま
せ
ま
し

た
。」
と
答
え
ま
し
た
。
70
歳
を
過
ぎ
た
頃
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。
高
峰
秀
子
は
子
役
か
ら
少

女
ス
タ
ー
、
青
春
ス
タ
ー
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
女
優
を

経
て
、
演
技
派
と
し
て
の
大
女
優
へ
と
、
息
の
長

い
女
優
生
活
を
送
り
、
何
と
い
っ
て
も
映
画
「
二

十
四
の
瞳
」
の
大
石
先
生
役
で
国
民
的
憧し

ょ
う

憬け
い

の
的

と
な
り
、
平
成
22
年
に
86
歳
で
永
眠
し
ま
し
た
。

そ
の
生
き
ざ
ま
に
は
、
芸
を
究
め
る
心
の
張
り
を

持
ち
続
け
た
た
く
ま
し
さ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　「
ど
ん
な
と
き
に
、
も
う
若
く
な
い
と
い
う
感

じ
を
抱
き
ま
し
た
か
？
」
と
い
う
質
問
に
吉
永
小

百
合
は
「
涙
が
真
っ
す
ぐ
に
流
れ
な
い
で
、
横
に

走
っ
た
と
き
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。
国
民
的

女
優
な
ら
で
は
の
含が

ん

蓄ち
く

に
富
ん
だ
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
。
心
と
容
姿
の
美
し
さ
の
あ
り
方
を
考
え
さ

せ
る
２
人
の
女
優
の
言
葉
で
す
。

　
最
後
に
、
阿
南
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
次
の
言

葉
を
送
り
ま
す
。

「
20
か
ら
30
歳
ま
で
は
若
す
ぎ
る
。

30
か
ら
40
歳
ま
で
は
若
い
盛
り
。

40
か
ら
50
歳
ま
で
は
ま
だ
若
い
。

50
か
ら
60
歳
ま
で
は
思
い
が
け
ず
若
い
。

60
か
ら
70
歳
ま
で
は
不
思
議
に
若
い
。

70
歳
以
上
は
永
遠
に
若
い
…
。

だ
か
ら
、
老
い
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
。」

ド
ー
・
ホ
ン
・
ゴ
ッ
ク
著

『
ベ
ト
ナ
ム
老
人
は
な
ぜ
元
気
な
の
か

東
洋
式
老
い
の
技
法
』
よ
り

　
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
!!

～
美
し
く
老
い
る
　
２
人
の
女
優
の
言
葉
か
ら
～

　私たちの暮らしに欠かすことのできない水は
限りある貴重な資源です。水への理解を深め、
暮らしに役立て、節水を心掛けましょう。

こんなときは水道の届け出を　
・新しく水道を使うとき
・引越しするとき
・長期間、使用しないとき
・使用者の名義が変わるとき
・そのほか変更があるとき

水道メーター・水道管の移設
　家の建て替えや庭の工事等で水道メーターや
水道管を移設する場合は、市指定水道工事店を
通じて申請書を提出してください。
※費用は自己負担になります。

水道料金の納付は便利な口座振替のご利用を！
　口座振替の手続きは市内の金融機関でできます。

問い合わせは
●水道の届け出および水道料金等に関すること
　阿南市水道料金お客様センター
（業務課内☎22－0587）へ
●道路からの漏水、修繕工事、給水装置の新設
と変更工事および水道工事店に関すること
工務課（☎22－3295）へ

～スローガン～
「復興の未来と生命（いのち）照らす水」

水道週間！6月1日
～7日は

ＱＡ
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「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」 「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」成功させよう ! 全国大会 2013年
10月

全
国
歴
史
の
道
会
議
に
向
け
て

　

今
年
の
10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

「
全
国
歴
史
の
道
会
議
」
に
向
け
て
、
徳
島
県
・

阿
南
市
・
勝
浦
町
に
よ
る
担
当
者
会
議
が
４
月
12

日
と
25
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
議
で
は
、
講

演
会
の
内
容
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

５
月
９
日
に
は
実
行
委

員
会
が
設
立
し
、
大
会

要
項
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。（
く
わ
し
く
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）

　

ま
た
、
加
茂
谷
地
区
に
所
在
す
る
遍
路
道
の
清

掃
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
育
成
な
ど
を
目

的
と
し
た
組
織
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
、
地
元
住

民
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
４
月
16
日
、「
か
も
道
」

に
誘
導
サ
イ
ン
・
遺
跡
説
明
板
を
約
20
人
の
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
設
置
し
ま
し
た
。
５
月
15
日
に

は
「
加
茂
谷
へ
ん
ろ
道
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
全

国
大
会
に
向
け
て
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課
（
☎
22

－

１
７
９
８
）
へ

「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
」分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
誠
也
さ
ん
（
下
大
野
町
）

　

女
性
と
男
性
が
協
力
し
て
、
活
力
の
あ
る
明
る

い
日
本
の
未
来
を
創
造
す
る
分
科
会
で
す
。「
Ｗ

Ｌ
Ｂ
シ
ョ
ー
（
わ
た
し
の
自
慢
）」
を
テ
ー
マ
に
、

ワ
ー
ク
（
仕
事
）
と
ラ
イ
フ
（
生
活
）
の
バ
ラ
ン

ス
を
良
く
す
る
取
組
を
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
８

人
が
発
表
し
ま
す
。
男
性
の
育
児
休
業
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
、
多
様
性
を
生
か
し
た
働
き
方

や
こ
れ
か
ら
の
企
業
・
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
提

案
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
子
育
て
や
雇
用
の
見

直
し
に
、
一
石
を
投
じ
る
ヒ
ン
ト
の
あ
る
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【対象となる住宅用太陽光発電システムの要件】

▽太陽電池出力は２kW以上10kW未満であること。

▽増設等の場合においては、既設分を含めて10kW未
満であること。

▽太陽電池モジュール、パワーコンディショナを同
時に設置すること。

▽設置する太陽電池モジュールは、財団法人電気安
全環境研究所の「太陽電池モジュール認証」相当
の認証を受けているもの、または、同等以上の性
能、品質が確認されているものであり、いずれの
場合も太陽光発電普及拡大センター（Ｊ－ＰＥ
Ｃ）により登録されたものであること。

▽未使用品であること。

▽中古品またはリースで設置する場合は対象外。

▽新築・既築・建売の集合住宅および併用住宅は対象外。

▽当該太陽光発電システムについて、市が行っているほかの制度による助成を受けていないこと。
【補助金額】１件あたり５万円（補助金は同一住宅・同一人につき１回限り交付します。）
【募集件数】100件（※補助金交付予定件数が100件に到達した段階で受付を終了します。）
【申請方法】環境保全課で申請書類をお渡しします。くわしくは、その際に説明します。
【申請受付期間】８月１日㈭～11月29日㈮
【実績報告書提出期限】工事完了日（電力の受給開始日）から起算して30日以内または、平成26年３月14日㈮

のいずれか早い日。（期日厳守）
【問い合わせは】環境保全課（☎0884－22－3413）へ

地球温暖化対策の推進および低炭素型社会の形成を図ることを目的に、住宅用太陽光発電シ
ステムを設置される方を対象に補助金を交付します。

後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重
症化の予防のため、健康診査を実施します。健康診査の対象となる方には「健康診査受診券」
を送付しますので、ぜひ受診しましょう。
健診項目　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査　　　受診費用　無料

平成25年度

阿南市住宅用太陽光発電システム導入支援事業補助金
平成25年度後期高齢者医療制度の健康診査について

対　　象　　者
健康診査申込書の
送付時期（予定）

健康診査受診券の送付時期 受診期間

入院をされていない方または生活習慣病と診
断されていない方

　　　　 ８月（予定）

受診券を受け
取ってから、
平成 25 年 12
月31日まで

上記以外の方で、平成25年４月以降に血液
検査や尿検査をされていない方

受診を希望される方は、８月以降に保険年金課窓口に
備え付ける健康診査申込書によりお申込みください。
締切は、11月末頃を予定しています。

平成 25 年１
月１日～９月
30 日までの
間に後期高齢
者医療制度に
加入された方

１月１日～３月31日に加入 ５月 加入時期に応じ、健康診査申込書
を送付します。入院をされていな
い方または生活習慣病と診断され
ていない方で受診を希望される方
は、広域連合事務局までお申し込
みください。受診券を後日送付し
ます。

４月１日～５月31日に加入 ６月

６月１日～７月31日に加入 ８月

８月１日～９月30日に加入 10月

　10月以降に後期高齢者医療制度に加入される方は健康診査の対象外となります。
　後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入されている健康保険で健康診査を受診してください。
　また、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、介護保険施設等に入所されている方は、健康診査
の対象外となります。
　生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、脂質異常症、
虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があり
ます。
問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088－677－3666）
　　　　　　　または、保険年金課（☎22－8064）へ
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説明板を設置する地元住民
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